
検討会報告の具体化に向けての論点 

区 分 
論 点 

１ 森づくりコミッションについて 

（前回の意見） 

・ 森づくりコミッションの運営費等の負担をどうす

るのかが課題。 

・ 企業が手数料的なものを負担することも必要。 

 

 

○ 森づくりコミッションを立ち上げる場合の留意点は何か。 

（中核団体、メンバー、規約、体制、経費負担、…など） 

○ 森づくりコミッションが支援活動を進めるうえでの留意点は何か。 

（企業等との連絡調整、フィールドの紹介、アドバイス、…など） 

○ 森づくりコミッションに対してどのような支援が必要か。 

（マニュアルの作成、人材育成、情報提供、公的関与…など） 

２ 森づくり活動の評価について 

（前回の意見） 

・ 企業がやる気がでるタイプの評価を目指すべき。 

・ 目的に応じたフレキシブルな評価が必要。 

・ 表彰や環境報告書に活用できる評価が必要。 

・ 高額な手数料や評価項目が多すぎると難しい。 

 

 

○ 評価する項目はどのようなものが適切か。 

（活動内容ごとにどうか、必要不可欠な評価項目は何か、評価結果の活用

の観点からどうか、…など） 

○ 評価した結果をどのように活用するのか。 

（表彰、格付け、データベース化、…など） 

○ 評価機関と運営のあり方はいかにあるべきか。 

（担う組織、手数料、評価体制、検証、…など） 

３ その他  

○ 報告書の具体化にあたって留意すべき事項は何か。 

 

 

資料３ 


